
健康長寿日本一の
長崎県づくりに向けて
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長崎県福祉保健部
国保・健康増進課



長崎県

１（１） 本県の人口と高齢率の推移

・本県の人口は、全国より早く・大きく減少しており、高齢化は、全国より１０年早く進んでいる
・健康寿命が短い＝不健康な期間が長い
・不健康な期間を短くすれば、県民個人レベルでも、県全体のレベルでもプラスの影響が出る

不健康な期間が長くなると・・・

（個人）
・活躍の場や期間が限定される。
・生きがいが低下する。
・高額の医療費が必要になる。

2

出典：昭和55年～平成27年は国勢調査、平成32年以降は国立社会保障・人口問題研究所
「日本の地域別将来推計人口（平成25年3月推計）

（県全体）
・企業等の生産性が低下する。
・企業・地域の担い手が不足する。
・社会保障関係経費が増加する。
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全国 人口(H22)を100 長崎県 人口(H22)を100
全国高齢化率 長崎県 高齢化率

健康寿命の延伸は、
長崎県が持続的に発展
していくために不可欠



長崎県

１（２）２０４０までの本県の人口構成推移
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長崎県

１（３） 本県の健康寿命の推移

・平成２８年の本県の健康寿命は、男性７１．８３年、女性７４．７１年
・これまでの健康づくりの取組で健康寿命は延伸しているが、男女とも全国平均に至っていない

4

69.14

71.03

71.83

(30位)

73.05
73.62

74.71

(28位)

70.42

71.19

全国平均72.14

73.62

74.21
全国平均74.79

68

69

70

71

72

73

74

75

H22 H25 H28

男性（本県） 女性（本県） 男性（全国） 女性（全国）

【図】本県の健康寿命の推移（平成30年3月厚生労働省公表資料）



長崎県 5

○健康寿命延伸のためには、県民お一人お一人の
生活習慣の改善・健康づくりの実践が不可欠だが、
個人の実践には限界もある

１（４）健康長寿日本一に向けた県民運動の展開へ

○県民運動展開に向けた
「健康長寿日本一長崎県民会議」の設置へ

○県民一人ひとりが主体的に健康づくりに取り組む
ことを、多くの関係団体が連携して支援すること
が必要



長崎県

１（５） 健康長寿日本一長崎県民会議の設置
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・健康長寿日本一の長崎県づくりに向け、県民一人ひとりが主体的に健康づくりに取り組むことを、多くの関係団体が連携して
支援し、県民運動として展開するため設置

・会議構成団体：８０団体（＋オブザーバー２団体）

〇平成３０年１１月３日に、第１回健康長寿日本一長崎県民会議総会を開催
〇参加団体が健康長寿日本一の実現に向けてそれぞれ取り組んでいくことを共有



長崎県

１（６） 第１回健康長寿日本一長崎県民会議の内容
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昨年度の健康づくりの取組事例

○長与町：個人インセンティブの取組 ○全国健康保険協会(協会けんぽ)：健康経営の取組

○長崎大学：ヘルシーキャンパスの取組



長崎県

２（１）疾病等の状況

・生活習慣に起因するとされる疾患の患者数が全国と比べて多く、特に、高血圧性疾患（入院）については、
全国１位

・特定健診の情報で確認した血圧（収縮期）の高さは、全国１位
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【図】疾病状況（人口当たり患者数の多さの全国順位）（平成26年 患者調査）

疾患名 入院 外来

心疾患、脳血管疾患などの循環器系疾患 7位 8位

（再掲）高血圧性疾患 1位 9位

糖尿病 6位 7位

悪性新生物（がん） 5位 31位

骨折 4位 14位

関節症 4位 2位



長崎県

参考：高血圧の状況
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令和元年５月１７日 長崎新聞



長崎県

２（２）血圧を抑えるための取組の状況
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・高血圧症の多くは原因を特定できないが、血圧を抑えるために必要とされる取組は栄養分野、
運動分野などの生活習慣の改善

・それらの各項目の本県の状況を確認すると、決して好ましい状況ではない

【表】本県の生活習慣等の状況（平成28年国民健康・栄養調査報告、厚生労働省資料）

県民の皆様の生活習慣の改善により、健康寿命を延伸していくことが必要

＜好ましくない項目＞

順位 平均との差

男性 269.1 42 284.2 △ 15.1

女性 248.6 39 270 △ 21.4

男性 7,061 34 7,779 △ 718

女性 6,929 14 6,776 153

特定健診受診率 男女 43.9 42 50.1 △ 6.2

＜参考＞

順位 平均との差

男性 10.5 11 10.8 △ 0.3

女性 8.7 6 9.2 △ 0.5

※順位は、低い方が望ましい数値

食塩摂取量（g/日）

野菜摂取量（g/日）

日常歩数（歩/日）

本県 全国平均

本県 全国平均



長崎県

２（３） ながさき３ＭＹチャレンジ
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・長崎県の課題に対応して、県民の皆様に取り組んでいただきたい内容をキャッチフレーズとして策定
・県民お一人お一人に「ながさき３ＭＹチャレンジ」を実践していただくため、積極的に啓発を実施



長崎県

３（１）地域ごとの平均自立期間と主観的健康状況
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〇 市町別の平均寿命と平均自立期間

男性 女性

年 年

・日常生活動作が自立している期間の平均（平均自立期間）や平均寿命、主観的な健康観について、県内で
バラつきがあり各地域の特性に応じた対応が必要となる → 市町毎の対応が必要

〇 市町別の主観的健康観（健康でない・あまり健康でないと感じる割合）

%
【平均寿命と平均自立期間の留意事項】
※平成24年度厚生労働科学研究費補助金による健康寿命にお
ける将来予測と生活習慣病対策の費用対効果に関する研究班
「健康寿命の算定方法の指針」に基づき、県内市町の平成27
年における平均寿命と介護保険情報等より算定している。
※人口規模が小さい東彼杵町及び小値賀町は「健康寿命の算
定方法の指針」に基づき、市町村別生命表を使って算定する
ことが望ましいが、算定時点に市町村別生命表（平成27年）
が公表されていないため他市町と同様の方法で算定している。



長崎県

３（２）地域毎の生活習慣の状況
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４（１）ながさき健康長寿メイト（Ｈ３０～） 目標：１０，０００名（～Ｒ３）

１．目的
県民の自発的な健康づくりの取組を推進するとともに、仲間と楽しみながら取組を継続していただく。

２．ながさき健康長寿メイトとは
・仲間と励まし合いながら健康づくりに取り組み、健康づくりを家族、友人等の周りの人々に広める者。
・３～５名程度のグループを推奨するが、個人での登録も妨げない。
・取組内容：年に1回の健診受診に加え、食生活に関する取組、運動に関する取組を１つ以上実践すること。

３．健康長寿メイト活動の流れ

①自己チェック

・健診結果
（体重、血圧、血糖等）

・生活習慣
（食生活、運動等）

・その他
（体力、自覚症状等）

②目標（取組内容）
の決定

③健康長寿メイト
登録

④励まし合いなが
ら3ヶ月実践

⑤評 価

活動資材の提供 取組結果等の提出

⑦自己評価しながら
取組を継続

健康的な日常生活の
実現

⑥健診受診（年１回）

県
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仲間と励ましあいながら
健康づくり！

制度詳細や登録は、
こちらから →

・職員・その家族の皆様の登録を
・メイトとして活動を期待できる方々への声かけを

長崎県



４（２）ながさき健康長寿サポートメンバー（Ｈ３０～）目標：５００団体（～Ｒ３）

１．目的
「健康長寿日本一長崎県民会議」の趣旨に賛同し、健康長寿日本一に向けて県民のための活動を自主的に実

施する企業・団体を登録し、登録企業・団体の活動によって、多くの県民が、健康に関する情報に接し、また、
健康に関する取組に参加できるようになる。（県民の健康づくりの機会の充実）

２．登録要件
・規模や業種は問わず、県民会議の趣旨に賛同し、広く県民のために自主的に活動する企業・団体を幅広く登
録する。（反社会的団体や公序良俗に反する団体を除く。）
・県内に支社、事業所、営業所等があることは要しない。
・自らの団体のみの健康づくりを実施するものを除く。

３．メンバーの活動
・サポートメンバーとしての活動は、啓発資材の県への提供や独自の啓発、イベント、講演会、研修会の開催
等による長崎県民のための健康づくりの支援とする。
・その際、県民に実費負担を求めるもの（有料のもの）も対象とするが、特定商品・サービス等の販売や宣伝
を伴うものは対象としない。
・活動範囲は、県内全域とするもの及び県内の一部の地域とするもののいずれも可とする。
※メンバーの活動について、県が評価を与え、保証するものではない。

＜活動の例＞
○店舗や事業所などで健康づくりに関するビラの配布
○地域の公民館を活用した運動教室や料理教室の開催
○県民向けの健康セミナーやイベントの開催 など
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多くの企業・団体が、
個人の健康づくりをサポート！

・メンバーになりうる企業・団体のご紹介を

長崎県



４（３）健康シミュレーションシステム構築(令和２年２月予定)

１：健診結果や生活習慣の入力

２：生活習慣病発症リスクを表示 ３：生活習慣の改善によるリスクの
変化を表示

（目的）
健康状態とその改善に向けて取り組むべき内容や
取組の成果をHPや携帯端末で提供することにより
努力と成果を見える化
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将来の生活習慣病発症リスクを見える化！

長崎県



４（４）県庁発健康づくり(平成30年～)

１．目的
県民の健康寿命延伸のためには、県民自ら生活習慣の改善に取り組んでいただく必要がある。そのため、ま

ずは県職員が健康づくりの取組を実践し、市町や企業、団体への波及を図っていくことを目的に県庁発の健康
づくりを実施する。

２．これまでの取組内容

「健康ランチ会（しょくじDEけんこう）」

（令和元年７月16日開催）

ランチ（シェ・デジマ「スマート弁当」）を
媒体に栄養バランスについて学び、健康づくりに
関する講話によって健康状態の確認をすることで、
自身の生活習慣を見直す機会とした。

（内容）
① ながさき健味んメニューの紹介
② 食生活の自己チェック
③ 健康づくりに取組もう
（希望者のみ）
・汁物の塩分測定
・体組成計で健康チェック

「健康づくりのためのウォーキング教室、
歩数競争(ﾍﾙｽﾚｰｽ)」

（ウォーキング教室：令和元年8月21日
歩数競争：令和元年8月26日～4週間）

長崎県民の運動習慣や歩数が少ないという
課題に対応して、気軽に日常生活の中で簡単
に実践できる取組として、ウォーキング教室
を開催した。

また継続した取組を促すためアプリを活用
した歩数競争を開催しました。

・職員を対象とした健康づくりの取組もご検討を

一緒に健康づくりに取り組んでみませんか？歩数競争対戦団体募集中です。
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長崎県



４（５）これまでの取組
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○構成団体・市町を通じた周知・広報

長崎県

○協定締結企業との連携

○その他民間企業との連携

・第一生命株式会社：健康長寿メイト登録・周知
：健康セミナーの開催(予定)

＜ながさき健康長寿メイト＞
・長崎地域婦人連合会：各地区婦人会での紹介と登録
・日本健康運動指導士会長崎支部：運動指導の際に登録の案内

＜ながさき健康長寿サポートメンバー＞
・長崎食生活改善推進協議会：各市町食生活改善推進協議会への周知
・長崎県医師会：病院・診療所への周知
・長崎県歯科医師会：歯科医院への周知
・長崎県薬剤師会：薬局

＜健康経営セミナー＞
・商工会議所：健康経営セミナーの開催

＜健康まつり等における周知＞
・市町、長崎県栄養士会

・大塚製薬株式会社：健康経営セミナーの開催

・ＰＯＰ作成・周知

・普及啓発イベントでの周知・協力



健康 フレイル 要介護

心

身

の

状

態

健康経営で従業員の健康増進！

健康寿命の延伸
（H28） ⇒ （H34）

男：71.83(30位) 73.21歳
女：74.71(28位) 76.32歳

全国トップ水準を目指します！

・高齢者サロン等の通い
の場におけるフレイル
予防（対策）の普及啓
発

栄養、口腔、運動、社会
参加などの意識向上

加齢

・高齢者サロン等の通い
の場の創設
・認知症予防に効果の
ある体操（コグニサイ
ズ等）を実践する地域
サロンリーダーの養
成・派遣
・高齢者の要介護度改善
や自立支援に成果を上
げた介護事業所の表彰

働きざかり世代

延伸（健康づくり）

寿命

高齢者

健康上の理由で日常生活に制限のない期間（健康寿命）

若者世代

自分のからだに関心を持つ！

令
和
元
年
度

フレイル対策の強化 介護予防・重度化防止

・ ・仲間と健康づくりに取り組むながさき健康長寿メイト制度の実施
・県民会議を通じた情報伝達・健康づくりに関する情報発信

・県民の健康づくりを支援するながさき健康長寿
サポートメンバー制度の実施

・健康経営を支援するためのアドバイザー派遣
・健康づくりに取り組む企業・団体の優良事例
表彰制度の創設

健康経営の推進強化！

楽しくはじめて、楽しく継続！ 自然と健康になる仕組みづくり

令
和
２
年
度
（
案
）

フレイル対策の強化、就労・社会参加促進

・地域ごとの課題に応じた対策の実施
・楽しく健康づくりに取り組める環境づくりとしてポータルサイト及び健康長寿メイト制度の充実

自分のからだに関心を持つ！

・経営者を対象にした健康経営に関するセミナー
の開催

・高齢者の口腔ケアの推進
・医療機関を通じた特定検診受診勧奨

・スポーツを通じた健康
づくりの推進

５（１）今後の取組(令和２年度～）
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